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１ はじめに 

江北町教育委員会では、平成２７年４月１日改正施行の「地方教育行政の組

織及び運営に関する法律」第１条の３の規定に基づき、平成２７年１２月に「江

北町教育大綱」を策定しました。その組織構成の変更にともない、平成３０年

１１月に一部改正しております。 

「江北町教育大綱」は、本町の教育、学術及び文化等の振興に関する総合的

な施策に関する基本的な方針を定めるものです。 

教育委員会では、この教育大綱に江北町教育基本方針として、 

【 Ⅰ 「生きる力」（確かな学力、豊かな心、健やかな体）を身につけ、 

バランスのとれた児童・生徒を育む学校教育の推進      】 

【 Ⅱ 教育活動を支える教育環境の整備・充実              】 

【 Ⅲ 社会教育・生涯学習の振興、歴史や文化の継承と保存活用        】 

【 Ⅳ 夢・感動と活力を生むスポーツの振興                         】 

【 Ⅴ 子ども・子育て支援事業の推進                 】 

の５つを掲げ、各種の事務事業に取り組んできました。 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正（平成２０年４月１日

施行）され、効果的な教育行政を推進していくために、教育委員会は毎年、教

育行政事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、その結果に関する

報告書を議会に提出するとともに、町民の皆様へ公表することが規定されまし

た。 

 この報告書は、平成３０年度事業に係る江北町教育委員会の点検・評価をま

とめたものです。 

この点検・評価結果を教育委員会全体でしっかりと認識し、課題の改善に取

り組むことで、今後の江北町教育行政の一層の充実を図り、町民の期待と信頼

に応えていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１０月 

江北町教育委員会 
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２ 江北町教育委員会の活動内容 

（１）教育委員会の会議運営 

ァ 教育委員会 定例会１２回 臨時２回 計１４回 

 イ 議決の状況 

・教育施策実施計画の策定 

  ・任命関係 

  ・条例等改正 

  ・教職員人事異動 

  ・準要保護認定 

・報告、議案の審議 

  ・その時々の事案 

 ウ 議事録作成 

  ・開会及び閉会に関する事項 

  ・出席委員の氏名 

  ・会議に出席した者の氏名 

  ・議決事項 

  ・教育長会等の報告の要旨 

  ・その他 

 

（２）教育委員の活動 

ァ 諸行事への出席 

  ・入学式 卒業式 入園式 運動会 体育大会等の学校行事 

  ・学校訪問（幼稚園、小学校、中学校） 

  ・小中学校授業研究会 

  ・教育委員会以外の会議や大会等 

  ・杵西地区教育委員研修会 県内教育委員研修会 

  ・杵島郡江北部教育委員会連絡協議会先進地視察 

 イ 所管施設訪問 

  ・学校施設  
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３ 主要な施策評価一覧 

４段階評価 【Ａ】…十分達成   【Ｂ】…ほぼ達成 

【Ｃ】…やや不十分  【Ｄ】…不十分 

 

《 幼児教育センター 》 教育委員会評価

基本方針 
Ⅰ-１（Ｐ．１０） 

「生きる力」の基礎を培う幼児教育の推進 
【Ａ】 

主要な施策 
・幼児教育・保育内容の充実 

・幼保小連携 

基本方針 
Ⅱ-１（Ｐ．２１） 

幼児教育を支える環境の整備 
【Ａ】 

主要な施策 
・充実した教育活動ができる施設環境の整備 

・特別な支援を要する子への体制整備の充実 

基本方針 

Ｖ-１（Ｐ．３４） 

子どもの心身の健やかな成長に資する 

教育・保育環境の整備 【Ａ】 

主要な施策 ・教育・保育サービスの充実 

 

＜有識者委員会の意見＞ 

Ⅰ-１「生きる力」の基礎を培う幼児教育の推進 

・幼保小合同研修会については、公立幼稚園・保育所に対しての働きかけに加え、町 

内の私立園に対しても声掛けすることが必要ではないか。 

・幼保小の交流が年間を通じて行えている状況をさらに発展させ、交流事業を幼児教 

育・保育のカリキュラム組み込むなどの工夫についても期待したい。 

・幼保小の連絡会については、さまざまな職員が参加して場を経験できるよう、日程 

や職員配置にさらなる工夫を求めたい。 

 

Ⅱ-１ 幼児教育を支える環境の整備 

・十分な活動ができていると思う。 

・多様な子どもへの対応については、一時的な課題ではないので、それぞれのケース 

で難しい点はあるものの、継続的な取り組みを期待したい。 
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Ⅴ-１ 子どもの心身の健やかな成長に資する教育・保育環境の整備 

・保育士の確保が進むよう、待遇の水準について引き続き検討を期待したい。 

・研修等を通じた資質能力の向上を図るうえでも、保育士の安定的な雇用を確立する 

必要があるため、この面からも保育士の待遇についての検討を期待したい。 

・保育士の離職状況（原因等）についても十分な調査を行い、雇用条件向上に向けた 

参考にしてもらいたい。 

・研修等の機会が確保できるよう、保育士の雇用については、量的にも余裕を持たせ 

てもらいたい。 

 

  



5 
 

《 学校教育係 》 教育委員会評価

基本方針 
Ⅰ-２（Ｐ．１２） 

「確かな学力」を育む教育の推進 
【Ａ】 

主要な施策 
・全国調査、県調査の分析と結果の活用促進 

・家庭学習の充実等、家庭・地域の教育力の向上 

基本方針 
Ⅰ-３（Ｐ．１６） 

「豊かな心」を育む教育の推進 
【Ｂ】 

主要な施策 
・道徳教育の充実 

・不登校対策の充実 

基本方針 
Ⅰ-４（Ｐ．１９） 

「健やかな体」を育む教育の推進 
【Ａ】 

主要な施策 
・学校給食の充実 

・安全教育の推進 

基本方針 
Ⅱ-２（Ｐ．２３） 

学校教育環境の整備推進 

【Ａ】 

主要な施策 

・コミュニティ・スクール導入に向けた取組 

・交流事業の充実 

・教職員の多忙化の解消 

 

＜有識者委員会の意見＞ 

Ⅰ-２ 「確かな学力」を育む教育の推進 

・学力調査の結果分析を詳細に行い、指導の工夫・改善に活用してほしい。 

・県平均、全国平均との比較だけで成果をみるのではなく、継続的な比較（同じ学年 

で前年度・前々年度よりも良くなっているかどうか）で成果をはかる視点も必要で 

ある。 

・研修会や授業づくりは、授業改善のための手段（さらに言えば、授業改善も学力向 

上のための手段）という位置付けなので、研修会や授業づくりの工夫によって授業が 

改善されているかどうか、学力にそれが反映されているかどうか、といった視点での 

評価が必要である。 

 

Ⅰ-３ 「豊かな心」を育む教育の推進 

・カウンセラーやソーシャルワーカーについて、どのような相談経験のある者の配置 

を希望するかといった点など、学校の要望を反映させる工夫などを講じてほしい。 

・教育支援員の配置は有効な施策と思われるので、引き続きの充実を期待したい。 

・不登校児童・生徒の動向については個別ケースの分析を十分に行い、早期からの対 

応や個別の対応について、実践を積み重ねてもらいたい。 
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Ⅰ-４ 「健やかな体」を育む教育の推進 

・通学路の安全について、危険箇所の現地確認が行われている一方で、危険箇所が空 

き家となっているケースについては対応が難しく、気がかりな点が残っている。 

・学校給食についても通学の安全についても、未然の防止策の充実と事故発生時の危 

機管理体制の充実の両側面から、施策の検討を進めていただきたい。 

 

Ⅱ-２ 学校教育環境の整備促進 

・コミュニティ・スクールがスムーズに導入されて成果が挙がるよう、準備を続けて 

ほしい。 

・多忙解消に向けて、更なる工夫を続けてほしい（ガイドラインが示されているため、 

単に時間外勤務が「減った」だけでは不十分で、ガイドラインの示す勤務状況に近づ 

ける工夫が求められる）。 

・交流事業については、どのような成果が見込まれるかの検討を十分におこない、事 

業計画に反映することが期待される。 
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《 生涯学習係 》 教育委員会評価

基本方針 
Ⅲ-１（Ｐ．２６） 

生涯学習体制の確立と活動の推進 
【Ｃ】 

主要な施策 ・ライフステージに応じた教室講座等の開催 

基本方針 
Ⅲ-２（Ｐ．２８） 

青少年の健全育成 
【Ａ】 

主要な施策 ・青少年の主体的な社会参加活動の促進 

基本方針 
Ⅲ-３（Ｐ．２９） 

文化財の保護・継承 
【Ａ】 

主要な施策 
・民俗芸能、伝統行事の保護と後継者育成の推進 

・町史の追録の編さん作業 

基本方針 
Ⅲ-４（Ｐ．３１） 

人権・同和教育の推進 
【Ｂ】 

主要な施策 ・人権・同和問題の啓発と人権学習機会の充実 

基本方針 
Ⅳ-１（Ｐ．３２） 

社会体育施設の整備充実及び管理体制の拡充 【Ｂ】 

主要な施策 ・佐賀のへそ・ふれあい交流センターの指定管理者による運営 

基本方針 

Ⅳ-２（Ｐ．３３） 

生涯スポーツの推進とスポーツ交流 

事業の推進 【Ａ】 

主要な施策 ・ニュースポーツの推進と普及 

 

＜有識者委員会の意見＞ 

Ⅲ-１ 生涯学習体制の確立と活動の推進 

・公民館事業について、担当者間で十分な引き継ぎをする必要がある。 

・公民館講座とネイブルの事業について、分担関係をはっきりさせるなど、社会教育・ 

生涯学習に関する全体計画が改めて必要なのではないか。 

・公民館としての単独事業に限定せず、他の団体との連携、学校教育と社会教育の連携 

コミュニティ・スクールとしての活動の可能性など、事業の広がりについての整理が 

求められる。 
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Ⅲ-２ 青少年の健全育成 

・主要施策の概要と、成果との対応関係がわかりにくい。青少年の社会参加、学校への 

人材活用、伝統行事等への参加という、各施策に対応した成果を示す必要がある。結 

果として、評価の根拠がはっきりしなくなっている。 

・どのようなことを実施しているのか、主要な施策概要に対応する形で具体的な取組を 

説明し、そのうえで成果と課題を示し、評価を行う必要がある。 

 

Ⅲ-３ 文化財の保護・継承 

・町誌編纂は大きな事業なので、十分な検討のもと確実に進めていただきたい。 

・伝統芸能の保存団体などに子どもを巻き込むなど、幅広く記憶を残し、後継者の確保 

をはかるための、広がりのあるアイデアが期待される。 

 

Ⅲ-４ 人権・同和教育の推進 

・県の事業としての補助に応じた活動量が確保されている。地域住民の向学心に応える 

ような今後の運用が期待される。 

 

Ⅳ-１ 社会体育施設の整備充実及び管理体制の拡充 

・指定管理者制度の運用に関する評価は、別途必要ではないかと思われる（経費面につ 

いては十分な資料がないため）。 

・利用者ニーズに応じた自主事業やサービスの向上については、良い効果が生じている 

と考えられる。 

 

Ⅳ-２ 生涯スポーツの推進とスポーツ交流事業の推進 

・ニュースポーツの推進、普及に向けた取組は、今後も継続してほしい。 
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《 子育て支援係 》 教育委員会評価

基本方針 
Ⅱ-１（Ｐ．２１） 

幼児教育を支える環境の整備 
【Ａ】 

主要な施策 ・充実した教育活動ができる施設環境の整備 

基本方針 
Ⅴ-１（Ｐ．３４） 

子どもの心身の健やかな成長に資する教育・保育環境の整備 
【Ａ】 

主要な施策 
・民間活力による保育供給量の拡大 

・教育・保育サービスの充実 

基本方針 
Ⅴ-２（Ｐ．３７） 

家庭における子育て支援 
【Ａ】 

主要な施策 
・地域における子育て支援サービスの充実 

・経済的負担の軽減 

 

＜有識者委員会の意見＞ 

Ⅱ-１ 幼児教育を支える環境の整備 

・多様な子どもへの対応については、一時的な課題ではないので、それぞれのケース 

で難しい点はあるものの、継続的な取り組みを期待したい。 

 

Ⅴ-１ 子どもの心身の健やかな成長に資する教育・保育環境の整備 

・保育士の確保が進むよう、待遇の水準について引き続き検討を期待したい。 

・研修等を通じた資質能力の向上を図るうえでも、保育士の安定的な雇用を確立する 

必要があるため、この面からも保育士の待遇についての検討を期待したい。 

・保育士の離職状況（原因等）についても十分な調査を行い、雇用条件向上に向けた 

参考にしてもらいたい。 

・研修等の機会が確保できるよう、保育士の雇用については、量的にも余裕を持たせ 

てもらいたい。 

 

Ⅴ-２ 家庭における子育て支援 

・子育て情報のパンフレット「にこにこ」は大変良い試みだと思う。今後も継続して 

作成と周知にあたってもらいたい。また、誌面情報についてはインターネット等を利 

用した発信の形がとれると、情報の浸透が進むのではないか。 

・学校給食費の補助などについても、継続した取組を期待したい。 
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に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が

、

全
体

的
な

環
境

整
備

に
と

ど
ま

り
、
個
々

に
合
わ
せ
た
環
境
作

り

と
い
う
点

は
課
題
と
し
て
残
り

ま

し
た
。
 

・
≪
め
ざ
す
幼
児
像
≫
の
中
で
「
育
っ
て

ほ
し
い
１
０
の
姿
」
は
大
人
に
な
っ
て

も
重
要
な
項
目
で
す
。
そ
れ
を
意
識
し

て
日

々
指

導
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
素
晴
ら
し
く
、
そ
の
姿
が
浸
透
し
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
更
に
研

修
を
増
や
し
、
児
童
の
教
育
に
さ
ら
に

力
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
情

報
の
共
有
、
保
育
士
の
資
質
向
上
を
図

る
と
共
に
、
園
内
の
環
境
を
十
分
に
活

用
し
、
子
供
た
ち
の
成
長
に
期
待
し
ま

す
。
保
護
者
へ
の
発
信
も
継
続
し
て
下

さ
い
。
 

幼
保
小
連
携
 

・
幼
保
小
合
同
研
修
会
等
を
行
い
、
幼

稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
の
違
い
を
理
解
し
て
い
き
ま

す
。
 

・
年
３
回
の
連
絡
会
の
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
て

職
員

同
士

の
情

報
交

換
や

協
議

を
行
い
、
園
児
・
児
童
が
学
校
生
活
を

落
ち

着
い

て
過

ご
せ

る
よ

う
に

な
り

・
連
絡
会
へ
の
参
加
が
年
長
児
担
任

と
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
園
児

・

児
童
の
課

題
や
成
長
に
つ
い
て

全

職
員

が
さ

ら
に

気
軽

に
尋

ね
た

・
子
供
た
ち
は
、
幼
児
時
代
に
身
に
つ
け

た
幼

児
個

々
の

習
慣

や
態

度
等

を
理

解
し
た
上
で
、
小
学
校
の
指
導
が
始
ま

る
と
思
い
ま
す
。
小
学
校
で
の
子
供
た



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 1
1  

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

・
年
３
回
程
度
の
連
絡
会
を
実
施
し
、

職
員
同
士
が
気
軽
に
連
絡
を
取
り
合

え
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
 

・
年
間
計
画
に
基
づ
い
て
交
流
を
実
施

し
ま
す
。
 

ま
し
た
。
 

・
小
学
校
運
動
会
や
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な

ど
の

交
流

活
動

や
小

学
校

散
策

な
ど

を
通

し
て

小
学

校
へ

の
親

近
感

を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

り
、
情
報

共
有
を
し
た
り
で
き

る

よ
う
な
場

を
作
っ
て
い
く
必
要

が

あ
り
ま
す
。
 

ち
の
成
長
を
見
守
り
つ
つ
、
更
な
る
幼

保
小
連
携
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
、
問

題
点
を
共
通
理
解
し
て
ほ
し
い
で
す
。
 

・
困
り
感
の
あ
る
園
児
・
不
安
が
あ
る
保

護
者
へ
の
個
別
の
説
明
や
、
園
児
の
小

学
校

授
業

体
験

な
ど

が
あ

る
と

さ
ら

に
親
近
感
が
持
て
、
先
生
方
同
士
の
情

報
交
換
・
共
有
も
し
や
す
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

 ◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
幼
児
教
育
・
保
育
内
容
の
充
実
】
 

・
園
内
研
修
等
で
、
個
々
の
育
ち
や
姿
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
行
い
、
幼
児
の
発
達
や
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
遊
び
の
場
づ
く
り
を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。
 
 

 【
幼
保
小
連
携
】
 

・
幼
保
小
連
絡
会
を
特
定
の
職
員
に
限
ら
ず
、
多
く
の
職
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
連
絡
会
に
し
ま
す
。
 

 

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
幼
保
小
合
同
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
に
対
し
て
の
働
き
か
け
に
加
え
、
町
内
の
私
立
園
に
対
し
て
も
声
掛
け
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

・
幼
保
小
の
交
流
が
年
間
を
通
じ
て
行
え
て
い
る
状
況
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
交
流
事
業
を
幼
児
教
育
・
保
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
組
み
込
む
な
ど
の
工
夫
に
つ
い
て
も
期
待
し
た
い
。

 

・
幼
保
小
の
連
絡
会
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
員
が
参
加
し
て
場
を
経
験
で
き
る
よ
う
、
日
程
や
職
員
配
置
に
さ
ら
な
る
工
夫
を
求
め
た
い
。

 

  
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 1
2  

２
 
「
確
か
な
学
力
」
を
育
む
教
育
の
推
進
 

 
 
 
 
学
力
向
上
に
関
す
る
施
策
等
を
通
し
た
教
育
現
場
の
支
援
や
そ
の
効
果
検
証
を
通
じ
て
、
指
導
方
法
の
改
善
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
推
進
す
る
な
ど
、

学
力
向
上
に
向
け
た
総
合
的
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
 

 
 
 
ま
た
、
各
教
科
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
を
育
成
し
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 1
3  

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

全
国

調
査

、

県
調

査
の

分

析
と

結
果

の

活
用
促
進
 

・
４
月
の
全
国
調
査
、
県
調
査
の
結
果
よ
り
、

国
語
、
算
数
・
数
学
に
つ
い
て
の
学
力
や

学
習
状
況
を
把
握
し
、
児
童
生
徒
の
実
態

に
応
じ
た
指
導
法
の
工
夫
・
改
善
に
取
り

組
み
ま
す
。
 

・
１
２
月
の
県
調
査
の
結
果
よ
り
、
国
語
、

算
数
・
数
学
、
理
科
、
社
会
、
英
語
の
各

教
科
に
つ
い
て
、
学
習
指
導
要
領
の
内
容

の
定
着
状
況
、
１
学
期
か
ら
の
学
習
指
導

の
成
果
や
課
題
を
把
握
し
、
指
導
法
の
工

夫
・
改
善
を
図
り
ま
す
。
１
２
月
の
県
調

査
に
お
い
て
、
小
学
校
（
４
・
５
・
６
年

生
［
国
語
・
社
会
・
算
数
・
理
科
］
実
施
）

は
、
１
２
区
分
中
９
区
分
で
県
平
均
以
上

を
、
中
学
校
（
１
・
２
年
生
［
国
語
・
社

会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
］
実
施
）
は
１

０
区
分
中
６
区
分
で
県
平
均
以
上
を
目
指

し
ま
す
。
 

・「
め
あ
て
」
と
「
ま
と
め
」

を
意
識
す
る
等
、
西
部
型

授
業
を
取
り
入
れ
た
授
業

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

・「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
意
識
し
た
授
業

づ
く
り
を
進
め
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い

を
意
図
的
に
仕
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

・
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の

定
着
状
況
、
１
学
期
か
ら

の
学
習
指
導
の
成
果
や
課

題
を
把
握
し
、
指
導
法
の

工
夫
・
改
善
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

・「
い
き
い
き
タ
イ
ム
」「

て

ら
こ
や
」（

小
学
校
）、
「
放

課
後
等
補
充
学
習
」（

中
学

校
）
の
時
間
を
有
効
に
活

用
し
、
基
礎
基
本
の
定
着

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
 

・
12

月
の
県
調
査
で
県
平
均
以
上
だ

っ
た
の
は
、
中
学
校
の
４
区
分
だ

け
で
し
た
。
更
な
る
授
業
改
善
、

共
通
理
解
、
共
通
実
践
が
必
要
で

す
。
 

・
江
北
小
中
学
校
の
先
生
方
の
授
業
は
、
大
変
素

晴
し
い
と
思
い
ま
す
。
授
業
参
観
等
で
拝
見
し

た
と
き
に
そ
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
個
々
の

学
力
向
上
に
繋
が
る
よ
う
に
更
な
る
指
導
方
法

の
改
善
や
効
率
的
な
学
習
方
法
を
目
指
し
て
く

だ
さ
い
。
 

・
学
力
の
向
上
に
関
し
て
は
、
追
跡
調
査
を
し
な

が
ら

1
年
間
の
間
に
ど
れ
だ
け
結
果
が
伸
び
た

か
？
そ
し
て
、
卒
業
年
度
に
子
供
た
ち
が
向
上

し
た
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
だ

と
思
い
ま
す
。
学
力
向
上
に
繋
が
る
取
り
組
み

が
増
え
、
学
習
知
識
の
定
着
に
役
立
ち
は
じ
め

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
継
続
し
て
い
っ
て
下
さ

い
。
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 1
4  

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

家
庭

学
習

の

充
実

等
、

家

庭
・

地
域

の

教
育

力
の

向

上
 

・
県
教
育
委
員
会
と
共
催
に
よ
る
学
力
向
上

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
（
江
北
・
白
石
・
大

町
の
３
町
に
よ
る
合
同
開
催
）
し
、
学
力

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
保
護
者
・
地
域

と
共
通
の
認
識
に
立
ち
、
家
庭
学
習
の
充

実
、
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。
 

・
毎
月
第
１
水
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
ノ
ー

テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
・
ノ
ー
ス
マ
ホ
デ

ー
を
推
進
し
ま
す
。
 

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
正
し
い
使
い
方
に
関
す
る
講
演

会
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

・
杵
島
郡
学
力
向
上
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
、
家
庭
学

習
の
大
切
さ
を
周
知
す
る

こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か

ら
も
好
評
で
し
た
。

 

・
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
を
活
用
し
て

地
域
に
も
呼
び
か
け
、
ノ

ー
テ

レ
ビ

・
ノ

ー
ゲ

ー

ム
・
ノ
ー
ス
マ
ホ
デ
ー
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

 

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い

て
、
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、
授

業
で

取
り

扱
っ

た
り

し
て

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

推
進

を
図

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
継

続
し
た
指
導
が
必
要
で
す
。
 

・
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
が
非
常
に
流
行
し
て
い
る
中

で
週

1
日
で
も
使
用
し
な
い
日
を
作
り
、
実
践

し
て
い
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら

SN
S
の
正
し
い
使
い
方
、恐

ろ
し
さ
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に

対
す

る
知

識
を
向

上
さ
せ

る
必

要
が

あ

り
ま
す
。
 

・
学
力
向
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
好
評
で
よ
か
っ
た
で
す
。
 
ノ
ー
テ
レ
ビ
、

ノ
ー
ゲ
ー
ム
、
ノ
ー
ス
マ
ホ
デ
ー
は
ま
だ
町
全

体
へ
の
認
識
は
低
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
全
国
調
査
、
県
調
査
の
分
析
と
結
果
の
活
用
促
進
】
 

・
全
職
員
が
学
力
向
上
対
策
評
価
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
共
通
理
解
と
共
通
実
践
を
図
り
ま
す
。
 

・
授
業
改
善
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
日
々
の
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

・
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
授
業
等
を
仕
組
み
ま
す
。
 

・
学
力
向
上
推
進
教
員
の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

 【
家
庭
学
習
の
充
実
等
、
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上
】
 

・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上
に
つ
い
て
、
学
校
運
営
協
議
会
に
て
熟
議
を
行
い
ま
す
。
 

   



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 1
5  

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
学
力
調
査
の
結
果
分
析
を
詳
細
に
行
い
、
指
導
の
工
夫
・
改
善
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

 

・
県
平
均
、
全
国
平
均
と
の
比
較
だ
け
で
成
果
を
み
る
の
で
は
な
く
、
継
続
的
な
比
較
（
同
じ
学
年
で
、
前
年
度
・
前
々
年
度
よ
り
も
良
く
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
）
で
成
果
を
は
か
る
視
点
も

 

必
要
で
あ
る
。

 

・
研
修
会
や
授
業
づ
く
り
は
、
授
業
改
善
の
た
め
の
手
段
（
さ
ら
に
言
え
ば
、
授
業
改
善
も
学
力
向
上
の
た
め
の
手
段
）
と
い
う
位
置
付
け
な
の
で
、
研
修
会
や
授
業
づ
く
り
の
工
夫
に
よ
っ
て

 

授
業
が
改
善
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
学
力
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
視
点
で
の
評
価
が
必
要
で
あ
る
。
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３
 
「
豊
か
な
心
」
を
育
む
教
育
の
推
進
 

 
 
 
 
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
道
徳
教
育
を
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
と
と
も
に
、
郷
土
の
自
然
や
歴

史
に
親
し
む
態
度
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
 

 
 
 
 
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
人
権
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
さ
せ
、
家
庭
や
地
域

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
権
・
同
和
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
 

 
 
 
 
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
の
体
制
の
充
実
・
強
化
及
び
不
登
校
の
状
況
に
応
じ
た
学
校
復
帰
に
向
け
た
段
階
的
な
支
援
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
家
庭
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
を
進
め
ま
す
。
 

 
 
 
 
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
学
校
の
組
織
的
な
指
導
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
及
び
被
害
の
最
小
化
、
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
 

 
 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

道
徳
教
育
の

充
実
 

・
小

中
学

校
全

学
級

で
年

間
１

回
以

上
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
道
徳

の
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

 

・
学
校
に
お
い
て
、
指
導
内
容
の
重
点

化
を
図
り
、
道
徳
教
育
の
全
体
計
画

の
評
価
、
改
善
を
行
い
ま
す
。

 

・
小
中
全
学
級
で
保
護
者
や
地
域
の

方
々

に
道

徳
の

授
業

を
公
開

す

る
こ
と
が
で
き
、
親
子
で
考
え
る

機
会

を
も

つ
こ

と
が

で
き
ま

し

た
。
 

・
学
校
に
お
い
て
、
指
導
内
容
の
重

点
化
を
図
り
、
道
徳
教
育
の
全
体

計
画
の
評
価
、
改
善
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

・
更
な
る
道
徳
教
育
の
充
実
の
た
め

に
小

中
学

校
で

連
携

し
な

が
ら

道
徳

科
の

校
内

研
修

を
積

み
重

ね
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
普
段

の
道

徳
の

授
業

の
充

実
を

図
る

必
要
が
あ
る
。
 

・
心
豊
か
な
人
を
育
て
る
こ
と
が
日
本
を
豊
か
に

安
全
に
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

心
の
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
子
供

た
ち
の
心
に
響
く
よ
う
に
す
る
か
非
常
に
大
変

だ
と
思
い
ま
す
。
道
徳
科
の
研
修
を
増
や
し
、

普
段
の
道
徳
の
授
業
の
充
実
と
、
現
状
の
生
活

感
と

合
わ

せ
た

教
材

に
も

取
り

組
ん

で
下

さ

い
。
そ
し
て
、
道
徳
の
時
間
だ
け
で
な
く
学
校

教
育
活
動
全
体
の
中
で
考
え
計
画
し
更
に
実
践

し
て
ほ
し
い
で
す
。
 

・
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主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

不
登
校
対
策

の
充
実
 

・
児
童
生
徒
が
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

体

制
を
整
備
し
ま
す
。
 

・
学
校
に
町
費
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
を
１
名
ず

つ
配
置
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト

に
よ

る
家

庭
や

関
係

機
関

等

が
連
携
・
協
力
し
た
取
組
を
支
援
し

ま
す
。
 

・
町
福
祉
課
や
児
童
民
生
委
員
と
の
連

携
を
図
り
ま
す
。
 

・
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

計
画

的
に

実
施

す
る

こ
と
が

で

き
ま
し
た
。
 

・
学
校
に
町
費
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
１
名
ず
つ

配
置
し
、
不
登
校
（
傾
向
）
の
児

童
生

徒
の

置
か

れ
た

様
々
な

環

境
に

働
き

か
け

て
支

援
を
行

う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

・
町
費
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
研
修
会
を
３
回
開

催
し
、
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

・
江
北
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会

や
ケ

ー
ス

会
議

等
を
通

し

て
、
町
福
祉
課
や
児
童
民
生
委
員

と
の

連
携

を
図

る
こ

と
が
で

き

ま
し
た
。
 

・
不
登
校
児
童
生
徒
（
不
登
校
に

よ
る
累
積
欠
席
日
数
が
年
間

30

日
以
上
）
数
が
平
成

29
年
度
と

比
べ
増
加
し
ま
し
た
。
 

（
小
）
H2
9:
 0

名
 
→
 
H3
0：

 

1
名
 

（
中
）
H2
9:
 8

名
 
→
 
H3
0：

11
名
 

・
不
登
校
児
童
生
徒
の
不
登
校
の
要
因
が
何
な
の

か
を
理
解
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
を
図
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ど
も
の
内
面
を

掘
り
起
こ
す
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

か
？
自
ら
相
談
に
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
？
等
を
研
究
・
研

修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
対
応
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

・
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
根
本
・
原

因
を
探
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
生

徒
の
悩
み
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
年
々
不
登
校
増
加
が
み
ら
れ

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
早
期
対
処
で
き

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

４
段
階
評
価
 

Ｂ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
道
徳
教
育
の
充
実
】
 

・
道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
が
平
成
３
１
年
度
か
ら
２
年
間
、
文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
を
受
け
て
お
り
、
小
中
で
連
携
し
な
が
ら
共
通
理
解
と
共
通
実
践
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
 

 【
不
登
校
対
策
の
充
実
】
 

・
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の
別
室
「
ビ
ッ
キ
ー
ル
ー
ム
」
の
充
実
を
図
り
、
教
室
復
帰
に
向
け
個
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

・
教
育
支
援
員
（
小
：
９
名
、
中
：
３
名
）
研
修
会
を
実
施
し
、
教
育
支
援
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
困
り
感
を
も
つ
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 1
8  

・
小
中
学
校
の
通
級
指
導
教
室
を
活
用
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
・
支
援
等
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
相
談
経
験
の
あ
る
者
の
配
置
を
希
望
す
る
か
と
い
っ
た
点
な
ど
、
学
校
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る
工
夫
な
ど
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

 

・
教
育
支
援
員
の
配
置
は
有
効
な
施
策
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
き
続
き
の
充
実
を
期
待
し
た
い
。

 

・
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
動
向
に
つ
い
て
は
個
別
ケ
ー
ス
の
分
析
を
十
分
に
行
い
、
早
期
か
ら
の
対
応
や
個
別
の
対
応
に
つ
い
て
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
も
ら
い
た
い
。
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４
 
「
健
や
か
な
体
」
を
育
む
教
育
の
推
進
 

 
 
 
 
児
童
生
徒
の
健
康
や
体
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
と
生
活
習
慣
や
食
生
活
に
関
す
る
指
導
を
関
連
付
け
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
 

 
 
 
 
子
ど
も
た
ち
が
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
に
お
い
て
も
積
極
的
に
食
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

 
 
 
 
登
下
校
時
や
校
内
に
お
け
る
事
件
、
事
故
、
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
様
々
な
場
面
を
想
定
し
、
学
校
安
全
計
画
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
の
危
険
予
測
、
危
機
回
避
能
力

等
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

学
校

給
食

の
充
実
 

・
異
物
混
入
防
止
対
策
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

直
し

ま

す
。

 

・
異
物
混
入
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
異
物
混
入
未
然
防
止
に
努
め
る
と
と
も

に
、
混
入
し
た
際
の
迅
速
で
的
確
な
対
応
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

 

 

・
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

調
理
場
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

と
は
違
い
狭
い
た
め
、
施
設
の

実
態
に
応
じ
た
異
物
混
入
防
止

対
応
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
異
物
混
入
は
食
の
安
全
上
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
早
急
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
す
ば

や
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
職
員
研
修
に
も
取
り
組

ん
で
下
さ
い
。
 

・
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
異
物
混
入
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
模
擬
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
も
実
施
し
て
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
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主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

安
全

教
育

の
推
進
 

・
学
校
安
全
計
画
に
基
づ

き
、
避
難
訓
練
等
を
実

施
し
ま
す
。
 

・
小
学
校
に
お
い
て
は
交

通
安

全
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

活
用

し
た

研
修

等
を

年
２

回
実

施
し
ま
す
。
 

・
小
中
と
も
に
学
校
安
全
計
画
に
基
づ
き
、

交
通
安
全
教
室
や
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

安
全
教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

・
小
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
危
険
個
所

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
地
確
認
を
行
っ
た
こ

と
で
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
 

・
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
名
簿
整
理
や
古

く
な
っ
た
看
板
の
交
換
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

の
も
と
実
施
し
、
安
全
安
心
の
整
備
強
化

を
図
り
ま
し
た
。
 

・
通
学
路
点
検
に
お
い
て
、
防
犯

上
の
視
点
を
踏
ま
え
た
点
検
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま

す
。
 

・
通
学
路
点
検
に
お
い
て
は
、
過
去
の
交
通
事
故
現
場

や
声
か
け
事
案
の
発
生
し
た
場
所
ま
で
踏
ま
え
て
子

ど
も
達
自
身
に
危
険
箇
所
の
周
知
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
通
学
路
の
安
全
面
で
は
ま
だ
ま
だ

危
険
箇
所
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
改
善
が
必
要
で
す
。
 

・
町
内
の
道
路
な
ど
随
時
対
応
が
見
ら
れ
と
て
も
分
か

り
や
す
く
、
注
意
す
る
場
所
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
全
国
で
子
供
た
ち
が
交
通
事
故
に
巻

き
込

ま
れ

る
ニ

ュ
ー

ス
が

よ
く

あ
っ

て
い

ま
し

た

が
、
江
北
町
も
年
々
交
通
量
が
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
に
更
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
学
校
給
食
の
充
実
】
 

・
平
成

31
年
度
に
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
調
理
室
の
異
物
混
入
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。
 

 【
安
全
教
育
の
推
進
】
 

・
学
校
運
営
協
議
会
等
で
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
安
全
な
生
活
の
た
め
の
熟
議
等
を
行
い
、
適
切
な
実
践
に
つ
な
げ
ま
す
。
 

・
線
路
の
安
全
な
通
行
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
低
学
年
を
中
心
に
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 ◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
、
危
険
箇
所
の
現
地
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
危
険
箇
所
が
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
対
応
が
難
し
く
、
気
が
か
り
な
点
が
残
っ
て
い
る
。

 

・
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
通
学
の
安
全
に
つ
い
て
も
、
未
然
の
防
止
策
の
充
実
と
事
故
発
生
時
の
危
機
管
理
体
制
の
充
実
の
両
側
面
か
ら
、
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

 
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
1  

Ⅱ
 
教
育
活
動
を
支
え
る
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
 

 

１
 
幼
児
教
育
を
支
え
る
環
境
の
整
備
 

幼
児
一
人
一
人
の
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
、
幼
児
の
自
発
的
な
活
動
と
し
て
の
遊
び
を
生
み
だ
す
た
め
に
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

充
実

し
た

教

育
活

動
が

で

き
る

施
設

環

境
の
整
備
 

 

・
業
者
に
よ
る
園
庭
遊
具
の
点
検
を
実
施
し
、

優
先
順
位
を
設
定
し
て
改
修
し
ま
す
。
 

・
幼
児
の
安
全
に
配
慮
し
、
広
い
園
庭
環
境
を

十
分

に
活

か
す

た
め

の
築

山
の

改
善

を
行

い
ま
す
。
 

・
未
満
児
の
安
全
の
た
め
、
保
育
園
園
舎
内
床

改
修
を
行
い
ま
す
。
 

 

・
週
１
回
の
遊
具
点
検
や
園
内
点
検

を
行
う
こ
と
で
、
早
期
に
危
険
個

所
を
把
握
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

園
児

に
も

注
意

を
す

る
よ

う
促

し
、
事
故
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

・
築
山
は
危
険
個
所
を
修
復
し
た
こ

と
で
子
ど
も
達
へ
安
全
・
安
心
な

遊
び

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き
ま
し
た
。
 

・
２
歳
児
保
育
室
は
床
改
修
を
行
っ

た
こ
と
で
、
床
前
面
に
敷
き
詰
め

て
い
た
マ
ッ
ト
を
は
ず
し
、
直
接

木
の

ぬ
く

も
り

を
感

じ
る

こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

・
今
後
も
危
険
個
所
を
把
握
し
、

改
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
今
後
も
継
続
し
て
点
検
を
行
い
、
危
険
箇

所
の
把
握
、
改
修
が
必
要
で
す
。
点
検
の

定
例
化
に
よ
り
素
早
い
対
応
が
で
き

る

と
思
い
ま
す
の
で
、
長
期
で
改
修
す
べ
き

整
備
も
含
め
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
他
園
に
比
較
し
て
遊
具
施
設
を
含
む
環
境

施
設
は
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
の

た

め
の
点
検
を
確
実
に
行
い
、
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る

と

思
い
ま
す
。
 

 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
2  

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

特
別

な
支

援

を
要

す
る

子

へ
の

体
制

整

備
の
充
実
 

・
学
期
に
１
回
計
画
的
な
園
内
支
援
会
議
を
行

い
、
緊
急
な
場
合
は
そ
の
都
度
支
援
会
議
を

開
き
支
援
の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

・
専
門
的
な
役
割
を
担
う
教
職
員
の
積
極
的
な

研
修
へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。
 

・
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
や
特
別
支
援
学
校

の
巡
回
相
談
を
活
用
す
る
等
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
ま
す
。
 

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
し
個
々
に
応

じ
た
支
援
に
努
め
ま
す
。
 

・
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
・
家
庭
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
 

・
支
援
会
議
で
情
報
を
共
有
し
、
園

全
体

で
支

援
を

要
す

る
子

に
対

し
て

同
じ

関
わ

り
が

持
て

る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

・
研
修
会
へ
参
加
し
た
職
員
が
学
ん

で
き

た
こ

と
を

伝
達

し
た

こ
と

で
、
専
門
的
な
知
識
や
関
わ
り
方

の
習
得
が
で
き
ま
し
た
。
 

・
子
ど
も
の
様
子
を
細
か
く
伝
え
て

い
く

事
で

保
護

者
の

理
解

を
得

な
が
ら
、
早
期
に
専
門
機
関
や
支

援
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。
 

・
支
援
の
内
容
が
多
様
化
し
て
い

る
た
め
、
個
々
に
合
せ
た
支
援

が
で
き
る
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
職
員
を
配
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

 

・
会
議
・
研
修
へ
参
加
を
増
し
て
、
さ
ら
に

職
員
同
士
の
共
通
理
解
・
専
門
的
な
知
識

の
習
得
し
、
支
援
の
在
り
方
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
 

・
長
期
対
応
や
保
護
者
へ
の
理
解
、
説
明
大

変
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
職
員
は
個
々

の
子
ど
も
の
理
解
に
努
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
に
あ
っ
た
支
援
を
指
導
し
続
け
、

保
護
者
と
共
に
子
供
の
た
め
に
何
が

で

き
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

 

 
４
段
階
評
価
 

Ａ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
充
実
し
た
教
育
活
動
が
で
き
る
施
設
環
境
の
整
備
】
 

・
引
き
続
き
週
１
回
の
遊
具
点
検
や
園
内
点
検
で
老
朽
化
し
て
い
る
園
内
外
の
危
険
個
所
を
把
握
し
、
優
先
順
位
を
決
め
て
改
修
を
行
い
ま
す
。
 

 【
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
へ
の
体
制
整
備
の
充
実
】
 

・
全
職
員
が
揃
っ
て
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
ビ
デ
オ
等
を
利
用
す
る
な
ど
研
修
の
在
り
方
を
工
夫
し
、
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
 

 ◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
十
分
な
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
う
。

 

・
多
様
な
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
課
題
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
難
し
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
3  

２
 
学
校
教
育
環
境
の
整
備
推
進
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
や
小
中
一
貫
教
育
に
向
け
た
取
組
、
特
別
支
援
教
育
や
英
語
教
育
の
充
実
等
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
学
校
教
育
環
境

の
整
備
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
の
た
め
に
学
校
徴
収
金
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
事
務
補
助
員
の
配
置
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
情
報
の
発

信
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
・

ス
ク

ー

ル
導

入
に

向

け
た
取
組
 

・
推
進
委
員
会
を
年
６
回
開
催
し

ま
す
。
 

・
地
域
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
ま

す
。
 

・
講
師
を
招
聘
し
て
の
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
。
 

・
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
す
。
 

・
江
北
町
学
校
運
営
協
議
会
規
則

を
作
成
し
ま
す
。
 

・
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
協
議
内
容
を
精
査

し
た
こ
と
で
、
導
入
に
向
け
た
推
進
協
議

会
の
年
５
回
（
１
回
削
減
）
開
催
に
よ
り
、

計
画

通
り

準
備

を
進
め

る
こ
と

が
で

き

ま
し
た
。
 

・
平
成
３
１
年
度
か
ら
の
学
校
運

営
協
議
会
の
導
入
を
円
滑
に
進

め
ま
す
。
 

・
来
年
度
か
ら
学
校
運
営
協
議
会
が
導
入
さ
れ

ま
す
が
、
初
年
度
で
問
題
点
も
多
く
発
生
す

る
と
思
い
ま
す
。
有
効
に
活
用
し
、
学
校
教

育
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
か
つ
活
性
化
す
る
よ

う
努
め
て
ほ
し
い
で
す
。
 

交
流

事
業

の

充
実
 

・
小
学
校
交
流
事
業
を
通
し
て
、

他
地
域
と
の
交
流
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
等
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
 

・
中
学
校
海
外
交
流
事
業
を
通
し

て
海
外
の
文
化
や
習
慣
に
慣
れ

親
し
み
、
異
文
化
理
解
・
国
際

化
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。
 

・
小
中
と
も
に
実
り
の
あ
る
交
流
が
で
き
、

交
流
後
の
報
告
を
様
々
な
機
会
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

・
小
学
校
で
は
、
異
な
る
地
域
の
文
化
に
触

れ
、新

た
に
江
北
町
に
つ
い
て
も
学
習
で

き
、
代
表
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
で
、
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
 

・
中
学
校
で
は
、
相
手
校
と
の
交
流
の
中
で

言
葉
の
壁
を
肌
で
感
じ
、改

め
て
英
語
の

学
習
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
 

・
交
流
事
業
に
参
加
す
る
児
童
生

徒
の
選
考
方
法
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
交
流
事
業
に
よ
る
子
供
た
ち
の
体
験
し
た
こ

と
は
、
地
域
か
ら
世
界
へ
と
交
流
の
幅
が
広

く
な
り
子
供
た
ち
へ
の
良
い
刺
激
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
子
供
た
ち
の
将

来
や
町
の
活
性
化
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
で

あ
り
、
安
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
よ
り
充
実
し

た
も

の
に

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
4  

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

教
職

員
の

多

忙
化
の
解
消
 

 

・
学
校
徴
収
金
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
と
事
務
補
助
員
の
配
置
を

行
い
、
事
務
補
助
員
が
集
金
業

務
や
印
刷
業
務
等
を
担
う
こ
と

に
よ
り
、
 
教
職
員
の
多
忙
化

の
解
消
に
努
め
ま
す
。
 

・
学
校
の
業
務
改
善
を
図
る
た
め

に
江
北
町
多
忙
化
対
策
検
討
会

を
年
２
回
実
施
し
ま
す
。
 

・
小
中
に
学
校
徴
収
金
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
と
事
務
補
助
員
の
配
置
を
行
っ
た
こ

と
で
、
多
忙
化
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。特

に
中
学
校
に
お
い
て
は
時
間
外
勤

務
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
 

・
江
北
町
多
忙
化
対
策
検
討
会
を
年
２
回
実

施
し
、
小
中
学
校
の
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
の
把
握
が
で
き
ま
し
た
。
 

・「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
の
更
な
る
意
識
改
革
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま

す
。
 

・
学
校
、
保
護
者
に
と
っ
て
多
忙
化
の
解
消
に

つ
な
が
る
良
い
取
り
組
み
で
す
。
未
集
金
が

増
え
る
と
逆
に
対
応
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
保
護
者
の
モ
ラ
ル
が
重
要
で

す
。
小
学
校
の
時
間
外
勤
務
も
減
る
よ
う
に

意
識
改
革
を
図
っ
て
業
務
の
効
率
化
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
の

意
義
を
充
分
に
理
解
し
、
働
き
や
す
い
環
境

と
は
何
か
を
全
職
員
で
協
議
す
る
こ
と
も
必

要
か
と
思
い
ま
す
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
に
向
け
た
取
組
】
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 【
交
流
事
業
の
充
実
】
 

・
小
中
学
校
と
の
協
議
を
重
ね
最
も
良
い
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 【
教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
】
 

・
教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
に
つ
い
て
は
、「

働
き
方
改
革
」
を
意
識
し
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
を
継
続
し
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
時
間
外
勤
務
を
減
ら
し
ま
す
。
 

    



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
5  

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
さ
れ
て
成
果
が
挙
が
る
よ
う
、
準
備
を
続
け
て
ほ
し
い
。

 

・
多
忙
解
消
に
向
け
て
、
更
な
る
工
夫
を
続
け
て
ほ
し
い
。

 

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
単
に
時
間
外
勤
務
が
「
減
っ
た
」
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
示
す
勤
務
状
況
に
近
づ
け
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
）

 

・
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
見
込
ま
れ
る
か
の
検
討
を
十
分
に
お
こ
な
い
、
事
業
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 

 

 
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
6  

Ⅲ
 
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
振
興
、
歴
史
や
文
化
の
継
承
と
保
存
活
用

 

 

１
 
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
と
活
動
の
推
進
 

 
 
 多

様
化
す
る
様
々
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
と
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

ラ
イ

フ
ス

テ

ー
ジ

に
応

じ

た
教
室
、
講
座

等
の
開
催
 

・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
種
公

民
館

講
座

を
開

催
し

ま

す
。
 

・
県
民
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
加
入

促
進

と
県

内
イ

ベ
ン

ト

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
 

・
自
主
的
な
生
涯
学
習
活
動

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
 

・「
災
害
と
人
権
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
公
民
館
講
座
を
開
き（

１
２
月

民
生
委
員
会
、
講
師
：
佐
賀
市
人

権
・

同
和

対
策

・
男

女
参
画
課
 

社
会

同
和

教
育

指
導

員
 
西
勝

弘
様
）、

災
害
時
の
避
難
所
で
の

配
慮

す
べ

き
こ

と
を

考
え
て
も

ら
い
、災

害
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
、誰

も
が
人
権
を
守
ら
れ
る
べ

き
と

い
う

こ
と

を
再

確
認
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

・
他
の
行
事
や
講
師
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調

整
が
で
き
ず
、
公
民
館
講
座
を
２
回
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

・
教
室
や
講
座
等
を
開
催
す
る
場
合
は
年
間
計
画

を
作
成
す
る
段
階
で
講
師
等
の
確
保
を
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
公
民
館
講
座
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
等
再
検
討
し
て
、
数
多
く

の
方
に
情
報
の
発
信
・
活
動
へ
の
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
講
座
を
行
う
こ

と
で
町
民
の
意
識
も
向
上
し
ま
す
の
で
、
今
後

も
継
続
し
て
下
さ
い
。
 

４
段
階
評
価
 

Ｃ
 

 ◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
教
室
、
講
座
等
の
開
催
】
 

・
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
講
師
と
念
入
り
な
打
合
せ
を
行
い
ま
す
。
 

・
公
民
館
講
座
等
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
早
い
段
階
で
計
画
を
立
て
ま
す
。
 

・
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
研
修
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
7  

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
、
担
当
者
間
で
十
分
な
引
き
継
ぎ
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
公
民
館
講
座
と
ネ
イ
ブ
ル
の
事
業
に
つ
い
て
、
分
担
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
な
ど
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
関
す
る
全
体
計
画
が
改
め
て
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
 

・
公
民
館
と
し
て
の
単
独
事
業
に
限
定
せ
ず
、
他
の
団
体
と
の
連
携
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
活
動
の
可
能
性
な
ど
、
事
業
の
広
が
り
 

に
つ
い
て
の
整
理
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
8  

２
 
青
少
年
の
健
全
育
成
 

 
 青

少
年
の
豊
か
な
創
造
性
と
強
い
意
志
力
を
培
う
と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
連
携
し
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
共
働
し
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
少
年
の
 

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

青
少
年
の

主

体
的
な
社

会

参
加
活
動

の

促
進
 

・
青
少
年
の
社
会
参
加
を

推
進
し
ま
す
。
 

・
学
校
の
総
合
学
習
等
へ

の
人

材
活

用
を

支
援

し
ま
す
。
 

・
町

内
、

地
域

伝
統

行

事
・
風
習
等
へ
の
参
加

を
推
進
し
ま
す
。
 

・
佐
賀
県
伝
承
芸
能
祭
に
て
、
小
中
学
生
４

人
の
巫
女
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
堂
々
と
華

麗
な
「
扇
舞
」
と
「
鈴
舞
」
を
披
露
し
、

感
動
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

・
お
く
ん
ち
を
キ
ッ
ズ
デ
ー
と
し
て
休
み
に

し
、
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
ま
し
た
。
 

・
伝
承
芸
能
が
あ
る
地
区
は
体
験

で
き
て
い
ま
す
が
、
伝
承
芸
能

の
な
い
地
区
の
子
供
は
体
験
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。
 

・
青
少
年
の
健
全
育
成
の
面
か
ら
も
伝
承
し
て
い
く
面
か

ら
も
、
子
供
達
が
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
重
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
く
ん
ち
で
の
子

供
の
参
加
で
き
る
行
事
を
検
討
し
て
も
ら
い
伝
統
に

ふ
れ
る
機
会
を
増
や
し
た
り
、
伝
承
芸
能
の
な
い
地
区

の
子
供
達
に
は
他
地
区
の
見
学
を
勧
め
て
み
た
り
し

て
、
是
非
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
 

 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

 ◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
青
少
年
の
主
体
的
な
社
会
参
加
活
動
の
促
進
】
 

・
他
地
区
の
行
事
案
内
等
を
行
い
、
子
供
達
の
参
加
を
促
し
、
伝
承
芸
能
の
な
い
地
区
の
子
供
達
に
も
伝
承
芸
能
と
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
主
要
施
策
の
概
要
と
、
成
果
と
の
対
応
関
係
が
わ
か
り
に
く
い
。
青
少
年
の
社
会
参
加
、
学
校
へ
の
人
材
活
用
、
伝
統
行
事
等
へ
の
参
加
と
い
う
、
各
施
策
に
対
応
し
た
成
果
を
示
す
 

必
要
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
評
価
の
根
拠
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
 

・
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
の
か
、
主
要
な
施
策
概
要
に
対
応
す
る
形
で
具
体
的
な
取
組
を
説
明
し
、
そ
の
う
え
で
成
果
と
課
題
を
示
し
、
評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 2
9  

３
 
文
化
財
の
保
護
・
継
承
 

 
 
 先

人
か
ら
育
み
、
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
財
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
郷
土
に
残
る
文
化
財
の
保
護
と
後
継
者
育
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

民
俗

芸
能

、

伝
統

行
事

の

保
護

と
後

継

者
育

成
の

推

進
 

・
映
像
に
よ
る
記
録
の
保
存
を
図
り
ま
す
。
 

・
浮
立
指
導
者
の
後
継
者
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
 

・
伝
統
行
事
に
出
演
さ
れ
た
、
７
の
伝
承
芸
能
団
体
を

録
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
野
口
の
太
鼓
浮

立
・
上
分
の
太
鼓
浮
立
・
下
分
の
太
鼓
浮
立
・
祖
子

分
の
太
鼓
浮
立
・
観
音
下
の
青
年
部
太
鼓
浮
立
・
大

西
の
太
鼓
浮
立
・
祖
子
分
の
面
浮
立
）
 

・
少
子
化
等
に
よ
り
、
伝
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

地
区
も
出
は
じ
め
て
き
て
い
る
た
め
、
早
急
に
対

処
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
映
像
媒
体

を
作
成
し
、
伝
承
芸
能
の
な
い
地
区
の
子
ど
も
達

に
視
聴
す
る
場
を
作
る
な
ど
、
活
用
方
法
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
統

行
事
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
教
育
課
と
し
て
積
極

的
に
視
察
し
、
町
全
体
と
し
て
伝
承
し
て
い
け
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
 

町
史

の
追

録

の
編

さ
ん

作

業
 

・
炭
鉱
史
・
鉱
害
史
を
中
心
と
し
た
追
録
版
の
編
さ
ん

を
行
い
ま
す
。
 

・
町
史
編
さ
ん
委
員
会
の
体
制
整
備
を
行
い
、
基
本
方

針
・
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

・
町
誌
と
し
て
未
来
永
劫
残
る
も
の
で
す
の
で
、
早

期
に
ラ
イ
タ
ー
・
語
り
部
を
決
定
し
、
読
み
や
す

い
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
民
俗
芸
能
、
伝
統
行
事
の
保
護
と
後
継
者
育
成
の
推
進
】
 

・
伝
承
芸
能
の
体
験
が
で
き
な
い
地
区
の
子
供
が
視
聴
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 【
町
史
の
追
録
の
編
さ
ん
作
業
】
 

・
地
区
誌
ラ
イ
タ
ー
及
び
各
地
区
の
語
り
部
を
早
急
に
決
定
し
、
取
材
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 3
0  

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
町
誌
編
纂
は
大
き
な
事
業
な
の
で
、
十
分
な
検
討
の
も
と
確
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

・
伝
統
芸
能
の
保
存
団
体
な
ど
に
子
ど
も
を
巻
き
込
む
な
ど
、
幅
広
く
記
憶
を
残
し
、
後
継
者
の
確
保
を
は
か
る
た
め
の
、
広
が
り
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
期
待
さ
れ
る
。

 

 

 
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 3
1  

４
 
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
 

 
 
 ２

１
世
紀
は
人
権
の
世
紀
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
の
た
め
人
権
・
同
和
教
育
の
啓
発
と
学
習
機
会
を
充
実
し
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

人
権
・
同
和

問
題
の
啓
発

と
人
権
学
習

機
会
の
充
実
 

・
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。
 

・
広
報
誌
等
に
よ
る
啓
発
を
図
り
学

習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

・
学
校
と
連
携
し
、
人
権
週
間
に
子

ど
も
た
ち
が
作
成
し
た
人
権
標
語

等
を
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま

す
。
 

・
公
民
分
館
長
に
研
修
会
を
３
回
実

施
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
立
場

に
あ
る
者
の
人
権
・
同
和
問
題
に

対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、
人
権
尊
重
の
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 

・
公
民
分
館
長
等
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的

な
立
場
の
あ
る
方
へ
の
研
修
等
は
で

き
て
い
ま
す
が
、
幅
広
い
町
民
へ
の

研
修
等
が
必
要
で
す
。
 

 

・
人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
民
個
々

の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
幅

広
い
研
修
会
の
開
催
や
毎
月
出
さ
れ
る
広

報
誌
を
活
用
し
た
り
し
、
啓
発
運
動
を
行

っ
て
下
さ
い
。
 

４
段
階
評
価
 

Ｂ
 

 ◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
人
権
・
同
和
問
題
の
啓
発
と
人
権
学
習
機
会
の
充
実
】
 

・
幅
広
い
町
民
に
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研
修
会
を
１
０
回
開
催
し
ま
す
。
 

  

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
県
の
事
業
と
し
て
の
補
助
に
応
じ
た
活
動
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
向
学
心
に
応
え
る
よ
う
な
今
後
の
運
用
が
期
待
さ
れ
る
。

 

 
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 3
2  

Ⅳ
 
夢
、
感
動
と
活
力
を
生
む
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

 

 

１
 
社
会
体
育
施
設
の
整
備
充
実
及
び
管
理
体
制
の
拡
充
 

 
 
 町

内
の
社
会
体
育
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
目
的
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

佐
賀

の
へ

そ
・
ふ
れ
あ

い
交

流
セ

ン
タ

ー
の

指
定

管
理

者
に

よ
る

運
営
 

・
民

間
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
サ

ー
ビ

ス
の

向

上
を
図
り
ま
す
。
 

・
効

率
的

、
効

果
的

な
維

持
管

理
と

経
費

削
減

に

努
め
ま
す
。
 

・
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

自
主

事
業

等
を

実

施
し
ま
す
。
 

・
日
常
点
検
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
破
損
や
故
障
の
未
然
防
止
に

努
め
、
施
設
の
維
持
及
び
管
理
に
か

か
る
経
費
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。
 

・
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
高
齢
者

体
力
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
自
分
の
体

力
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
実
感
し

て
も
ら
い
、
体
力
向
上
の
た
め
の
助

言
を
行
い
ま
し
た
。
 

・
施
設
維
持
管
理
の
た
め
の
修
繕
・

改
修
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て

お
り
、
幅
広
く
と
ら
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

・
施
設
等
の
利
用
は
、
計
画
的
・
継
続
的
に
点
検
・

改
修
を
行
い
多
く
の
町
民
が
利
用
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
利
用
し
て
改
善
し
利
用
頻
度
を
高
め
る
こ

と
、
町
民
の
健
康
管
理
に
活
用
す
る
こ
と
、
安

全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な

方
策
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

 
４
段
階
評
価
 

Ｂ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
佐
賀
の
へ
そ
・
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
】
 

・
大
規
模
な
改
修
に
備
え
る
た
め
に
、
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
 

・
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
自
主
事
業
等
が
最
適
か
検
討
し
ま
す
。
 

 ◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
関
す
る
評
価
は
、
別
途
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
経
費
面
に
つ
い
て
は
十
分
な
資
料
が
な
い
た
め
）。

 

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
自
主
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
良
い
効
果
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 3
3  

２
 
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
の
推
進
 

 
 
 健

康
で
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
世
代
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

と
普

及
 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会

や
希

望
区

へ
の

出
前
講
座
を
実
施
し
、

推
進

と
普

及
の

強
化

を
図
り
ま
す
。
 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
４
月
に
行

っ
た
こ
と
で
、
各
地
区
で
の
運
動
会
等

で
９

地
区

に
よ

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
実
施
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

等
に

よ
る

出
前

講
座

を
３

回
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
更
な
る
推
進
と
普
及

が
必
要
で
す
。
 

・
継
続
し
た
世
代
間
を
超
え
た
交
流
に
よ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
へ
意
欲
の
高
ま
り
と
、
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
た

ち
の

健
全

育
成
に

も
寄

与
で

き
る

と
思

い

ま
す
。
 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
の
呼
び
か
け
・
案
内
の

工
夫
や
理
解
が
必
要
で
す
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

 ◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
普
及
】
 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
普
及
を
図
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
に
各
地
区
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
 

 

◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
普
及
に
向
け
た
取
組
は
、
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。
 

  
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 3
4  

Ⅴ
 
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
 

 

１
 
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備
 

家
族
形
態
や
就
労
形
態
が
多
様
化
す
る
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
乳
幼
児
保
育
、
障
が
い
児
保
育
の
充
実
と
共
に
、
延
長
保
育
、
一
時
保
育
な
ど
保
育
に
対
す
る
多
様
な
ニ

ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
り
、
保
育
所
入
所
の
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
未
満
児
の
入
所
希
望
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
保
育
施
設
の
拡
充
や
地
域
型
保
育
事
業
の
新
た

な
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
が
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
、
子
育
て
と
就
労
・
社
会
参
加
の
両
立
支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
子
育
て
と
就

労
支
援
の
柱
と
な
る
よ
う
な
保
育
所
の
整
備
と
自
主
的
な
運
営
改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

民
間
活
力

に
よ
る
保

育
供
給
量

の
拡
大
 

・
永
林
寺
保
育
園
の
増
改
築
及
び
新
設

法
人
保
育
所
の
創
設
に
伴
う
保
育
所

整
備
補
助
を
行
い
、
保
育
受
け
皿
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

 

・
江
北
ひ
か
り
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
平
成
３
１
年
３
月
２
９
日

付
け
で
認
可
を
受
け
、
定
員
１

３
２

人
の

保
育

の
受

け
皿

が

で
き
ま
し
た
。

 

・
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
や

女
性

の
就

労
意

欲
の

高
ま

り

な
ど

か
ら

保
育

所
入

所
希

望

者
が

約
６

０
名

増
加

し
た

こ

と
か
ら
、
江
北
保
育
園
の
３
歳

児
受
入
れ
や
１
歳
児
・
２
歳
児

合
同

ク
ラ

ス
の

設
置

を
行

う

こ
と
で
、
希
望
者
全
員
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

・
平
成

31
年

4
月

1
日
時
点
で
の

待
機
児
童
は
発
生
し
な
か
っ
た

が
、
今
後
も
人
材
確
保
や
保
育

の
質
の
向
上
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
民
間
保
育
施
設
の
新
設
・
整
備
の
結
果
、
待
機
児

童
の
解
消
や
保
護
者
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
で
き
た
の
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
更
な
る
保
育
の
資
質
向
上
と
人
材
確
保

を
期
待
し
ま
す
。
 

 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 3
5  

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

教
育

・
保

育

サ
ー

ビ
ス

の

充
実
 

・
江
北
保
育
園
、
永
林
寺
保
育
園
、「

小

規
模
保
育
所
な
の
は
な
」
に
お
い
て

延
長
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

 

・
幼
稚
園
保
護
者
の
急
病
や
育
児
疲
れ

等
に
伴
う
一
時
的
、
緊
急
的
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
平
日
は
幼
稚
園

終
了
後
の
１
４
：
０
０
～
１
７
：
０

０
ま
で
の
５
時
間
、
教
育
課
程
に
基

づ
い
た
教
育
を
行
い
ま
す
。

 

・
病
院
の
回
復
期
に
当
た
ら
な
い
生
後

２
か
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
、
病
院
の
専
用
ス
ペ
ー
ス

で
一
時
的
に
預
か
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

・
幼
稚
園
に
お
け
る
一
時
預
か
り

を
計

画
通

り
に

行
っ

た
こ

と

で
、
保
護
者
の
困
り
感
を
解
消

で
き
た
と
同
時
に
、
子
ど
も
達

も
預

か
り

保
育

時
間

を
少

人

数
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
通

常
と

は
違

っ
た

保
育

を
喜

ん

で
い
ま
し
た
。
 

・
長
期
休
業
中
の
預
か
り
保
育
を

実
施

し
た

こ
と

で
保

護
者

の

負
担

軽
減

に
つ

な
が

り
ま

し

た
。
 

・
病
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
小
城

市
に
お
い
て
病
児
保
育
事
業
の

実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
ち
ら
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
古
賀
小
児
科
・
内
科

病
院
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム
と
協
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
は
、
な
か
な
か

難
し
い
面
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
保
護
者

の
要
望
に
応
え
実
施
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
急
に
病
気
（
発
熱
な
ど
）
に

な
っ
た
子
ど
も
に
も
対
応
で
き
る
病
院
と
連
携

し
た
シ
ス
テ
ム
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
ス
マ
イ

ル
ル
ー
ム
の
利
用
者
数
を
増
す
た
め
、
情
報
発
信

等
の
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
延
長
保

育
で
職
員
が
疲
弊
し
過
ぎ
な
い
配
慮
が
必
要
で

す
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
 

◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
民
間
活
力
に
よ
る
保
育
供
給
量
の
拡
大
】
 

・
県
内
の
大
学
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
保
育
に
必
要
な
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
 

 【
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】
 

 
・
小
城
市
に
お
け
る
病
児
保
育
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
随
時
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
今
後
の
病
児
保
育
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。
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◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
保
育
士
の
確
保
が
進
む
よ
う
、
待
遇
の
水
準
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
期
待
し
た
い
。

 

・
研
修
等
を
通
じ
た
資
質
能
力
の
向
上
を
図
る
う
え
で
も
、
保
育
士
の
安
定
的
な
雇
用
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
面
か
ら
も
保
育
士
の
待
遇
に
つ
い
て
の
検
討
を
期
待
し
た
い
。

 

・
保
育
士
の
離
職
状
況
（
原
因
等
）
に
つ
い
て
も
十
分
な
調
査
を
行
い
、
雇
用
条
件
向
上
に
向
け
た
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

・
研
修
等
の
機
会
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
保
育
士
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
量
的
に
も
余
裕
を
持
た
せ
て
も
ら
い
た
い
。

 

 

 
 



平
成
３
０
年
度
 

点
検
評
価
シ
ー
ト

 

 3
7  

２
 
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
 

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
児
童
や
子
育
て
中
の
保
護
者
が
集
え
る
場
所
が
出
来
て
い
ま
す
。
戸
外
遊
具
も
あ
り
安
全
な
遊
び
場
と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
で
は
、
地
域
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
実
施
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
 

 

●
 
主
要
な
施
策
毎
の
点
検
結
果
及
び
評
価
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
段
階
評
価
 
【
Ａ
】
十
分
達
成
 
 
【
Ｂ
】
ほ
ぼ
達
成
 
 
【
Ｃ
】
や
や
不
十
分
 
 
【
Ｄ
】
不
十
分
 

主
要
な
施
策
 

主
要
な
施
策
の
概
要
 

成
 
 
果
 

自
己
点
検
に
よ
る
事
務
局
の
課
題
 

教
育
委
員
に
よ
る
指
摘
・
指
導
 

地
域

に
お

け

る
子

育
て

支

援
サ

ー
ビ

ス

の
充
実
 

・
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、
育
児

に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
を
設
け
た
「
お

は
な
し
会
」
を
保
護
者
同
士
で
行
い
、

新
た
な
視
点
を
持
つ
き
っ
か
け
や
保

護
者
の
交
流
を
行
い
、
子
育
て
の
悩

み
の
解
消
に
つ
な
げ
ま
す
。

 

・
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
必
要
な
情
報

（
全
２
０
ペ
ー
ジ
）
を
１
冊
に
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
に
こ
に
こ
」

を
発
行
し
、
子
育
て
施
策
の
広
報
・

周
知
を
幅
広
く
行
い
、
転
入
者
等
の

子
育
て
に
関
す
る
不
安
を
解
消
し
ま

す
。

 

・
平
成

31
年
度
は
「
お
は
な
し
会
」
を

新
た
に
開
催
し
、
保
護
者
の
悩
み
を

聴
い
て
子
育
て
に
関
す
る
不
安
感
の

解
消
（
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
れ

ま
し
た
。
心
の
つ
か
え
が
取
れ
ま
し

た
。
等
）
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
 

・
子
育
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
に
こ
に
こ
」

に
つ
い
て
は
、
転
入
者
（
転
入
時
に

町
民
課
で
配
付
）
や
子
育
て
中
の
方

（
健

診
時

に
保

健
セ

ン
タ

ー
で

配

付
）
な
ど
に
配
布
し
、
情
報
の
収
集

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

・「
に
こ
に
こ
」
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
年
度
ご
と
に
情
報
更
新
を

行
い
、
今
後
も
子
育
て
世
代
へ

の
情
報
提
供
に
つ
な
げ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

・
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
民
生
委
員
や
福
祉
課
と
の
密
な
る
連

携
を
し
な
が
ら
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り

充
実

し
た

事
業

に
な

る
と

思
い

ま

す
。
 

・
今
後
も
子
育
て
世
代
へ
の
情
報
提
供
を
行

い
、

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
に

努
め

て
下

さ

い
。
特
に
家
庭
の
み
で
子
育
て
し
て
い
る

お
母
さ
ん
へ
の
発
信
を
行
い
、
人
と
触
れ

合
う

こ
と

で
子

育
て

の
負

担
を

軽
減

で

き
る
よ
う
工
夫
が
必
要
で
す
。
 

経
済

的
負

担

の
軽
減
 

・
小
・
中
児
童
生
徒
へ
の
学
校
給
食
費
補

助
に
よ
り
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
し
、
子
育
て
し
や
す
い
町
を
目

指
し
ま
す
。

 

・
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
義

務
教
育
期
間
の
負
担
軽
減
に
繋
が
っ

て
お
り
、
転
入
を
決
め
る
一
因
に
も

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

・
次
期
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
』
の
策
定
に
必
要
な

ニ
ー
ズ
調
査
を
も
と
に
、
事
業

効
果
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

・
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
給
食

費
の
無
償
化
の
他
に
も
あ
る
な
ら
ば
、
今

後
も
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
そ

れ
に

伴
う

断
続

的
な

財
源

確
保

を
考

え

て
下
さ
い
。
 

４
段
階
評
価
 

Ａ
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 ◆
 
課
題
に
対
す
る
対
応
 

【
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】
 

・
子
ど
も
や
保
護
者
の
拠
り
所
と
な
る
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
広
報
メ
デ
ィ
ア
や
「
に
こ
に
こ
」
を
配
付
し
て
更
な
る

PR
を
行
い
、
日
頃
自
宅
で
保
育

し
て
い
る
保
護
者
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。
 

 【
経
済
的
負
担
の
軽
減
】
 

・
次
期
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
』
の
策
定
に
必
要
な
ニ
ー
ズ
調
査
を
も
と
に
、
事
業
効
果
を
検
証
し
ま
す
。
 

 ◆
 
有
識
者
委
員
会
の
意
見
 

・
子
育
て
情
報
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
に
こ
に
こ
」
は
大
変
良
い
試
み
だ
と
思
う
。
今
後
も
継
続
し
て
作
成
と
周
知
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
誌
面
情
報
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

 

を
利
用
し
た
発
信
の
形
が
と
れ
る
と
、
情
報
の
浸
透
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。

 

・
学
校
給
食
費
の
補
助
な
ど
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
た
取
組
を
期
待
し
た
い
。

 

 


